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母乳育児を介する親子の絆の持つ意味

吉 永 宗 義(日 本赤十字九州国際看護大学看護学部)

Ⅰ.は じ め に

日本 におけ る母 乳育 児 の現状 は徐 々 にで は あるが

着実 に改善 してい る。1か 月時での完全母乳育児率 は

昭和55年 の乳幼児栄養調査 か ら40%台 を超 える ことな

く,平 成17年 度 では424%で あ ったが,平 成22年 度 で

は51.6%と な り3か 月時点 で も50%以 上が維持 されて

いる1)。さ らに厚生労働省 は平成26年 度に向けて60%ま

で改善す るような数値 目標 もあげてい る。 また,平 成

19年 に厚生労働省 が作成 した 「授乳 ・離乳の支援 ガイ

ド」2)の基本的 な考 え方 には,「 健やか な母子 ・親子 関

係の形成 を促す」 こ とが述べ られてお り,授 乳 を通 し

て赤 ちゃんの心 と体 を育 むこ とを促 している。母乳育

児支援 にかかわる者 は,母 乳育児 率 を上げるこ とが最

終的 な目的ではな く,そ の結果 もた らされる心 身の健

康 も目指 しているが,新 生児死亡率が世界 で トップク

ラス になった 日本 では身体的 な健康 問題 もさる ことな

が ら,支 援 ガイ ドにあ るように母子 ・親子 関係 の形成

を促 す ことが望 まれて いる。つ ま り母乳 育児 を医療の

側面か ら見 るので はな く,一 人の人 間を育 て る視 点,

すなわち 日常の営み と しての視 点か らとらえるこ とが

必要 とされてい る。

山内逸郎 は新生児医療の領域 では,経 皮酸素分圧 モ

ニ ターの臨床への導入や経皮 ビリル ビンメーターの作

成 によるless invasive careに 貢献 したが,生 涯 の取

り組 み として母乳育児支援 が知 られ,母 乳育児 を “生

物学 的当為”であ るといい,ヒ トが人 間になるための

基 本的 な信頼 関係 を形 成す る と述べ てい る3)。この意

味を小児保健 に携 わる者 は理解 しなければならない。

Ⅱ.母 乳育児の現状

WHO/UNICEFは1989年 に 「母 乳 育児 成功 の ため

の10力 条」 を提 唱 し,世 界 のすべ ての分娩施設が この

10力 条 を遵守 す るこ とを要請 した4)。最 初 の1,2,3

条 は母乳育児 の教育 に関す る条項で あ り,事 業 を始め

るにあた り組織 としての意思統一 と,対 象 に理解 させ

ることを求めている。 同時 に,施 設 の現場 で母 乳育児

を支援 する具体 的方法 として,第7条 に終 日赤 ち ゃん

とお母 さんが一緒 にいるようにす ること,第8条 に赤

ちゃんが欲 しが る ときにはいつで も授乳 をさせ られる

ようにするこ とを求 めてい る。 この10力 条 が制 定 され

る背 景には,世 界的 な運動戦略の 目的 として,乳 児 の

生存率 の改善 をあげるため に,生 後6か 月間は完全 に

母乳 だけで育 て られ ることがあげ られる。

日本 においては,2011年 の 日本小児科学会雑誌 に,「小

児科 医 と母乳育児推進」 とい う特 集が組 まれている5)。

この論文 には母乳育児支援,そ れか ら,母 子の健康 と

母乳育児,あ るいは母乳育児 を行 えない理 由 と対応 と

い うよ うな言葉が入 って きてい るように,母 乳育児 の

「支援 」 とい う考え方が明確 に打 ち出されている。

また前 述 した ように,「 健 やか親子21」 のそれ まで

の取 り組み を踏 まえ,平 成26年 度 に向けて生後1か 月

児 の母乳 育児 率 を現状の43.8%か ら60%ま で引 き上 げ

る という数値 目標 が設定 された。60%と い うの は,過

半数であ り母乳育児 をやっている人 たちが標準の育児

方法であ ることを示す とい うことになる。

ところが,母 乳育児率 は,地 域 に よって はい まだ に

低い ところがある。その理 由にはい ろいろあ るが,一
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つには現代のお母さんたちの母乳育児に対 して抱えて

いる不安があげられる。家族の形態 として核家族化が

進んできており,家 庭内での育児 を支援する家族 も少

なく,支援が期待できる祖父母との意見の対立 もある。

また父親にしても,十 分な育児休業 をとることや育児

支援 をできずにいる。このような家庭環境にある母子

を,医 療者が育児支援のプロとしてどのように支援 し

てい くかということが重要である。その支援の一環 と

して,「母乳育児成功のための10カ 条」 を遵守するこ

とが求められているのである。 しか し,医 療施設側に

も,産 科医や分娩施設が減少 し医療が集約化 されて,

在院日数も短 くな り,医 療を効率化するということも

求められるようになった。本来事業というものは,効

率性と,有 効性 というもののバランスによって運営さ

れてお り,効 率 を目指せば財政的基盤が しっか りする

が,本 質的に大切なものすなわち有効性 を見失う可能

性がある。有効 性ばか りを追い求めていると経営がで

きない。病院運営(経 営)も 同様である。また,医 療

現場で求め られる問題 に安全性があげられる。育児,

あるいは分娩というのは,本 来自然の営みとして行わ

れるものであって,医 療が介入するものではなかった

が,多 くの分娩 とそれに引 き続 く最初の育児支援 を医

療機関で扱う以上,安 全性を担保することが求められ

ている。そのために過剰な医療介入 も容認される傾向

がみられる。 しか し,安 全 という名 目の もとで自然の

営みが阻害されることがないように配慮 しなければな

らない。

「母乳育児成功のための10カ 条」 を遵守 している施

設は,赤 ちゃんにやさしい病院(Baby　 Friendly　Hos-

pital, BFH)の 認定を受けているが,BFHの 認定を受

けている病院が多い地域では母乳育児率が高いことも

わかっている。BFHの 施設だけで地域全体の母乳育

児率が高 くなるわけではな く,そ の施設を中心として

地域の分娩施設が母乳育児 を推進する意識を持ってい

ると考える。これは,分 娩施設の母乳育児支援への取

り組みの在 り様が影響することを示 してお り,医 療者

の責任の大 きさを意味 している。

Ⅲ.母 乳育児 をすすめる活動の意味とは

乳幼児死亡率が世界で トップクラスの本邦 におい

て,な ぜ母乳育児をすすめなければならないのであろ

うか。医療者に限らず多 くの母親は栄養学的な面,疾

病予防の面,健 康の面など多 くの面で母乳が優れてい

るこ とを知 ってい る。 また,母 子関係や子 どもの発達,

虐待 の予防 な どの面で も好影響 がある。 しか し,母 乳

で育 てるの は哺乳動物 と して当然 の ことだか らとい っ

て,当 然で きるはずの母乳育児がで きない と敗北感 に

つなが る と言 われ る。母乳で育てる と母子愛着が確 立

する とい うと,母 乳で育て ない と母子愛着 はで きない

のか,ミ ルクで も十分で きるではないか という反論 も

受け る。それ以外 で も母乳育児 の メ リッ トに対 して,

個 別例 を取 り出 して よ く反論 される。 この ように母乳

の良 し悪 しで母乳育児の意義 を伝 えて も十分 とはいえ

ない。 しか し母乳育児の推進 に対 して否定 的意見 を聞

くことはない。

経 営 の戦 略論 にはM(Mission),O(Objectives),

G(Goal),S(Strategy),T(Tactics)と い う段 階

があ る6)。この戦略論 は経 営だ けで な く,い ろい ろな

事業に も適用 で きる。 そこで,母 乳育児支援活動 に当

て はめ てみ る と,WHO/UNICEFは,乳 児死 亡 率 を

改善す る とい う目標(Objectives)を 達 成す るには母

乳栄養 率 を上げれば うまくい くとい う 目的(Goal)を

設定 し,そ の母乳 栄養率 を上 げるためのBFHを 認定

す る とい う戦略(Strategy)を た て,そ のBFHを 認

定す るための 戦術(Tactics)と して,10カ 条 を制定

した と私 は考 えて い る。 で はMissionは 何 で あ ろ う

か。今WH0/UNICEFのMissionは 措 く。乳 児死 亡

率が世界で トップ となった 日本 にお いての母乳育児 の

Missionを 考 え ると き,私 は 「人 を育て る」 こ とであ

る と考 えてい る。「人 を育 てる」 す なわ ち育児 の 目的

には,発 育 を促 す,疾 病 を予防す る,そ して社会 生活

を行 うための しつけや教育 を行 うことがあ り,さ らに

人 を愛す ることを教 える ことが重要であ る。

これ らの育児 の 目的 を達成す るには,ま ず人 とい う

存在の特徴 を知 る必要がある。 ヒ ト(ホ モ ・サ ピエ ン

ス)は 二足 直立歩行 をし,道 具,言 葉 を使 う。そ して

家族 を形成す る。家族 とい う単位 を構成す る条件 と し

て,① 永続的 なオス とメスのつ なが り,② 配偶 者間 に

経済 的分 業が存在 す るこ と,③ イ ンセス トタブー(近

親相姦が タブー)に なっているこ と,④ 外婚制(エ ク

ソガ ミー)が 存在す ること,⑤ 近 隣関係 を持つ こ とな

どが あげ られ る7)が,こ れ らの条件 を満たす動物 は人

間 しかい ない。

Ⅳ.家 族の形成にかかわる母乳育児

L・ マル グ リスが 『ミクロ コスモス』 の中で進 化 に
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おけ る共生説 を紹介 してい る8)。地球の歴 史 とい うの

は,約46億 年で,生 命 が誕生 したのは約30数 億年前で

ある。 この間地球上 において共生す る とい うことは進

化 をす るうえでの戦 略であ り,地 球上のすべ ての生命

が,地 球その もの(地 球 も大 きな意味での生命体)と

共生 している といって も過言 ではない。 しか し,人 間

にお いてのその基盤 となる ものは,家 族の中で ともに

生 きることである。 この家族 は どの ようにして形成 さ

れ るにいたったのであろ うか。

進化の過程 ですべ ての種 は子孫 を残すための戦略 を

とって きた。性 とい うもの も発展 した。その結果哺乳

動物 とい うのは,子 宮 の中で確 実 に子 どもを成育 させ

て,そ れか ら乳汁 による養育 を した。乳汁が必要 とさ

れ る理由 として,恒 温動物 として哺乳動物 は体温 を高

め に設定 しているが,そ のため には水分 が必要 である

ことがあげ られる。 また,老 廃 物 を尿素 として尿 中に

出 してい くとい う戦略 をとったために,乳 汁 に よって

十分 な水分 を与 えて子 どもたち を育てなければな らな

くなったので あろう。

さらに,人 類の祖先であ るサルは,恐 竜が絶滅 した

後,熱 帯 のジャングルの木の上 で生活す るよ うにな っ

た。霊長類学者の河合は 『森林 がサ ルを生 んだ』 の中

で,熱 帯の ジャングルの木の上 とい うのは,猛 獣 によっ

て襲 われず食べ物が豊富 にあるために,個 体 数が爆発

的に増 えてい く危険性 があったため,人 口抑 制の戦略

とい うこ とを しな くて はな らな くなった と述 べ てい

る9)。そ のため に,1回 の妊娠 で一 人 しか子 どもを産

まな くし,妊 娠 期間 を長 くした。 ヒ トで は子 宮内での

脳 の発育が身体 発育 よ り大 きく,経 膣分娩 を可能 とす

るには脳 が過大 にな らない ように未熟 な状態 で子 ども

を産 むことにな り,生 まれた子 どもは母親 に依存 しな

けれ ば生存 で きない。成長 させ るための授乳期 間は長

くな り,そ の結 果泌乳 を維持す るための プロ ラクチ ン

は分泌 され続 けるこ とに よって,排 卵 の抑制す なわち

次の妊娠 の機会 が減少 して人 口増加が抑制 される。結

果的 に一人の子 どもに対 して長い育児期 間が与 え られ

ることになる。 この間授乳 をす る度 に子 どもを抱 くこ

とになる。母子 間の基本的信頼関係 は この過程で形成

され る。

子 どもの哲学 の根 本 問題 は,「 存在 」 だと永 井が述

べ ている10)。存 在 を自覚す るこ とは,一 人で はで きな

い。他者の他者 として の存在 を自覚す る必要 があ る。

す なわ ち他者 との コ ミュニケ ー シ ョンに よっ て存在

を自覚す る。人間の コミュニケーシ ョンの特徴 は,対

面的 なコミュニケー シ ョン,見 つ め合いである。チ ン

パ ンジーでは母子 間の相互交渉が あ り,見 つめ合 いに

よって形成 された 自己 と他者 の関係であ る二項 関係 の

中で認知的に成長す るが,自 己,他 者,物 とい う三項

関係 はみ られ ない と報告 されてい る11)。一方,人 は,

見つめ る,微 笑 む という,母 子関係の中で二項 関係が

成立 し,赤 ちゃん 自身 も母親 に働 きかけて指 さしな ど

を通 して三項 関係 を積極的 に構 築 しようとし,母 親 も

言葉かけに よって言語の獲得 にさまざまな手 がか りを

与 える。このよ うな三項関係 とい うのが で きてい くと

い うのは人だけで ある。

この ように して母 子 間の基本 的 な信 頼 関係 に よる

コ ミュニ ケー シ ョンを発 達 させ ,そ の結果,母 子 関

係 を基 盤 と した家族 とい う もの もで き上 が る。 ゴリ

ラの研 究で有名 な霊 長類学者 の山極 が 「家族進化論 」

の中で,「 自己犠牲 を行 うこ とに よって自分が死 ん だ

と して も子孫 を増 やす ことにつ ながる。 自分 の命 を

犠牲 に してで も自分 の子 ど ものた めに一生懸 命働 く

とい うこと を親 はや ってい く。 さ らに,仲 間 に対 す

る共感,こ れ は コ ミュニ ケー シ ョンに よってつ くる

こ とが で きる。 そ して ,仲 間へ の奉仕 を し,道 徳 や

良心 とい う ものがで き上 が って くる,こ れが 人 間社

会 の特徴 だ」 と述べ ている12)。山極 は,こ の共 感 を生

み 出す重要 な因子 として,人 間 の脳 内にみ られ る ミ

ラーニ ューロ ンの存在 を指摘 している。ミラーニュー

ロ ンは高等 な霊 長類 にみ られ ,他 者 と同調 して反応

す るこ とが知 られ てい る13)。

人間 ほど子 どもを育 て終 わってか らも長 く生 きる動

物 とい うのはいない。 それ は子 ど もたちがた くさんに

なって くる と,親 だけで はそれ を支 えきれず,ま して

や母親 だけでは支 え きれ ない。 まずは,父 親 の育児参

加 が必要 となる。そ の父親が子育てに参入す る ことに

よって,母 子 だけの向社会的 な行動 とい うのが,オ ス

と子 どもたち,そ して年長の子 どもたちの遊 びの中で

拡大 してい き,結 果 と して共感 と同情 を抱 く機会が増

大す る ことになる。 しか し父親 とい うのは,そ れな り

の資格が必要であ る。①単位 集団に所属す る雄で ,②

単位集 団の防衛 にあた る,③ 単位集 団の生活の維持の

ための経済的活動 をす る,④ そ して,そ こにい る子 ど

もが 自分 の子 どもである とい うこ とを認識 して子育て

に参加す る。特 に④ の資質は ゴリラや人 間だけ にみ ら

れ,家 族の形成 に重要 な要素 である。
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今,コ ミュニケー シ ョンが変容 して きて,上 に述べ

た ような家族 とい う ものが維持 で きな くな りつつあ る

とい う問題が 出て きてい る。 ソー シャルネ ッ トワー ク

システムが進歩 して何千 キロも離れた人たち とコ ミュ

ニケーシ ョンが とれ るようになって きた。これは,そ

れな りに拡が りがあ るとい う意味ではいいのか もしれ

ない。 しか し,家 族 とい う共感 にあふれる人々の輪の

中で育 ち,見 返 りを求めず,自 分 の成長 のために大 き

な犠牲 を払 って,尽 くして くれた人々の存在が ない と

ころで生 きていか なけれ ばならな くなる。

さらに今後 の人類の未来 について考えてみる と,レ

イ ・カー ツワイルは 『ポス ト・ヒューマ ン誕生』 の 中

で,近 い未来 にテクノロジー と人間の機 能が融合す る

時期 に入 って,そ の結果宇 宙が覚 醒 す る と言 ってい

る14)。彼 によれ ば,進 化 の ような歴史的 な成長 曲線 は

指数関数 的曲線であ って,特 異 点 を過 ぎる と爆発的 に

成長す る ようになってい く。地球 はずっ と進化 して き

て,あ る特異点の ところに差 しかか りつつ あ り,2040

年以降になって くると,人 間の脳全 てよ りも計算で き

るようなコ ンピュー ターがで きて くるだろう と予想 し

ている。 これ を 「コンピュー ター2045年 問題」といい,

コンピュー ターが人類 を超 える 日である。 そこまでい

かず とも人 間はその まま存続 して,コ ン ピューターが

人間の機能 を増強す るネッ ト社会 として存続す るか も

しれない。 ネ ッ ト社会 とい うのは,視 覚 と聴覚が重要

で,触 覚 は要 らない時代 である。 しか し,知 的能力の

みでの判断 は間違いが起 こ りやす く,発 想 も乏 しくな

る。 それ に対 して触覚の ように全 身で感 じることに よ

る判 断は確実であ る。人が生存 し続 けるためには手で

触 れる感覚や,体 を動かす ことに よって作 り出 され る

コミュニケー シ ョン感覚(調 和)が 必要で ある。 も し,

コンピューター社会 によって この ような感覚が失われ

れば家庭内の調和(家 族の信頼 関係)も 失 われ る。

鷲 田は 『「待つ」 とい うこと』 の中で,「 育児 とい う

のは,ひ たす ら待たず に待 つ こと,そ して,待 ってい

る とい うこ とも忘れて待 つ こと,い つか わか って くれ

る とい うこ とも願 わず に待 つ こと,い つか待 た れて

いた と気 づか れ る こと も期待 せず に待 つ こ と… とい

う “待たず に待つ” とい う営 みなのかも しれない」 と

言 っている15)。これが究極 の 「待 つ」であ る。看護 師

は 「傾聴す る」 とい う言葉 をよ く使 うが,聴 くために

はジ ッと 「待つ」 ことが求 め られる,そ うす ると患者

は自分の居場所 を見つけ,自 分 でポツポ ツと話 し始 め

る。 その結果,自 分の心の中にある もの を自覚す るよ

うに なる。鷲 田は同時 に,「 家族 とい う ものが ときに

身を無 防備 にさ らした まま寄 りかかれる存在であ ると

した ら,こ の,期 待 とい うもののかけ らす らな くなっ

て も,そ れで も自分が待たれている とい う感覚 に根 を

張 っているか らか もしれない。人は,待 たれ ることが

自分 の存在の最後の支 えの一つにな り得 ることを知 っ

ている」 と も述べてい る。すなわち,自 分 を絶対的 に

受 け入 れて くれる人が そこに存在 す るこ とに よって,

それを最後の よ りどころとして人間は生 きてい くこと

が で きる。

先 に母乳育児のMissionは 「人 を育て ることだ」 と

述べ たが,母 親が母親 とな り,赤 ん坊が ヒ トとい う哺

乳動物か ら人 とい う社 会的存在 となるように,見 守 り,

育 て ることだ と考 える。今 まで多 くの医療 関係者 は,

「母乳栄養」 とい う言葉か ら 「母乳育児」,そ して 「育

児 を考 えて支援 しま しょう」とい うように言 って きた。

しか し,ま ずは 「育児」である。子 どもを どう育て る

かが最 も根源的な問題である。その ような視点か ら母

乳育児 を見てい くと,母 乳がいいか ら,母 乳 を飲 ませ

ている と母子関係 が確 立するか らとい うこ とで はな く

て,共 感 を持つ ことがで きる子 どもを育ててい くため

には,母 乳育児 が必要だ とい うこ とに気づ く。

Ⅴ.母 乳育児の意義

河合 は 『子 どもと自然』 とい う著書の 中で “内 なる

自然”とい う言葉 を使 ってい る7)。“内な る自然”とは,

「進化 史 を通 じて ,人 類 の存在 の根本 を形成 してい る

諸形質の ことをいい,系 統発生 的適応 を通 じて人 間の

心性の奥深 くに形成 されている ものであ る」 と述べ て

い る。 この “内なる 自然” という ものが荒廃 した ら人

間は人間 と して の存 在 を失 うこ とに なる。 “内な る自

然” こそ人間の人間たる根源 的な形質であ ろう。生命

学者の 中村は,母 乳 育児 シ ンポジウムの特別講演 「“生

きてい る” を見 つめ “生 きる” を考 える」の 中で,「生

きものが続 くために,「 早 い」,「手抜 き」 はで きない。

機械の世界は効 率 よさが重要 だけれ ども,生 き物 の世

界 は,プ ロセスが大事 である。今の生 き物 は,全 て ゴ

キブ リか ら何 か ら全 て38億 年 の歴史 を持 ってい る。便

利 さの反対側 で壊 されてい くものが,今,こ の社会 の

中にあ る。外 の 自然 が壊 れれば,心 とい う体の中の 自

然 す なわち,“ 内 なる 自然 ” も壊 れてい く。母乳 の

大事 なところは赤 ちゃんを抱 っこ して,ゆ っ くり飲 ま
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せる以外 ない という ところであ る。そ うする と本 当の

意味の愛(philo)が 生 まれて くる」 と述べてい る16)。

さて,も う一度最初 に戻 って考 える。私 は母乳育児

の向か うところは,コ ミュニケー シ ョンを通 して “内

なる自然” を醸成す るこ とだ と考 えてい る。体 の成長

と しての栄養や,心 の成長のためだけではな く,母 乳

育児が持 っている 「人 間社会 を守 ってい くことがで き

る人 を育 てる」 とい う有効性 を忘れて はな らない。

抱 くとい う言葉 は,「 手」偏 に 「包む」 と書 く。 「包

む」は,子 宮 の中に胎児がい るとい うことである。子

宮の中にいる子 ども(胎 児)は,暗 くて静かな ところで,

温かい羊水 とい うお湯 につか って子宮 か らや さしく包

まれて心 地 よく過 ご してい る。生 まれた後 は,腕 に よっ

て(手 偏 の示す意味)包 まれ,抱 かれ ることに よって

その心地 よさを感 じる。母乳育児 をす ることは,一 日

に何度 も抱 くことを繰 り返す ことにな り,そ の度に赤

ちゃんに心 地 よさを与 えて,お 母 さんが赤ち ゃんを大

切 に思っている ことを頻 回に伝 えることになる。 この

時 に,対 面的 コミュニケーシ ョンが構 築 され,山 内が

言 っていた人間になるための基本的信頼 関係 が構築 さ

れ るのであろ う。そ して,こ れが “内 なる自然”の根

源的 なものである と考 える。 したが って,母 乳 を与 え

なが らテ レビを見 た り,ス マ ー トフォンを扱 っている

の は育児 をしている姿 ではない。残念 なが ら母乳分泌

が少 な く,ミ ル クを哺乳瓶で与 えていて も,愛 情をこ

めて赤ち ゃんの 目を見 て声 をか けなが ら栄養 していれ

ば,立 派な子 育てである。母乳育児率が高いだけの病

院が “赤 ち ゃん にや さ しい病 院(BFH)” と して認 定

され るのではない。母乳育児が スムーズ に行 える よう

に支援するだけでな く,母 乳育児が うま くいかない人

を どう支援 するか とい うことが求 め られてい る。

詩 人谷川俊 太郎 の言葉 に,「 初 め私 は母親 のか らだ

の中にいた。私 のか らだ と母親 のか らだは溶け合って

いた。その快 さはおそ ら く今 も消 えるこ とのない意識

下の記憶 と して,私 の うちに残 ってい る。私は母親 の

か らだか ら出て,私 自身のか らだを もったが,そ のか

らだ は ともす る と,母 親 のか らだの 中へ 帰 りたが っ

た」とい う文章がある17)。抱 かれる とい う意味が伝 わっ

て くるように思 われ る。鷲 田が言 ってい た,「 自分 を

絶対的 に受 け入れて くれる人が そこに存 在す ることに

よって,子 どもたち とい うものが生 きてい ける」 とい

うこ とは,抱 かれ ることによって実現で きるように思

う。そ して地球上での進化 の結果,必 然的 に何度 も何

度 も抱 きなが ら母乳 育児 を行 って い る人 間だか らこ

そ,“ 内なる自然” を持 ち続 ける ことになる と考 える。
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